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宇陀オーガニック

　　    発信中！

フェス実行委員会が
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食べて、知って、語り合う！ 

宇陀の農業の「これから」　

開催：11月22日(日) 10：00～18：00�まで！
場所：類農園　Vutai(ヴタイ)

【宇陀農業の未来の担手を徹底討論】
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